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(57)【要約】
【課題】油圧作業アタッチメントと第２ブームを同時に
操作できる油圧回路を提供しようとする。
【解決手段】作業部５の油圧シリンダ２０・２１・２３
や上部旋回体３や走行部２に設けられる油圧モータ６２
・６３・６４や油圧シリンダ１３・２５を作動させる第
１のコントロール弁ユニット１０１と、第２ブームシリ
ンダ２２と油圧モータ２４を作動させる第２のコントロ
ール弁ユニット１０２と、前記第２ブーム７２と油圧作
業アタッチメントを操作する操作手段となるアタッチメ
ント操作スイッチ４５と第２ブーム操作ペダル４６を備
え、前記操作手段の操作時に、前記第１のコントロール
弁ユニット１０１の最下流側に配置される切換弁となる
外部取出コントロールバルブ４１およびタッチメントコ
ントロールバルブ４２と第２ブームコントロールバルブ
４３にパイロット油圧信号を送油するパイロット油圧制
御部８０が備えられる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作業部の油圧アクチュエータや上部旋回体や走行部に設けられる油圧アクチュエータを
作動させる第１のコントロール弁ユニットと、第２ブームと油圧作業アタッチメントの油
圧アクチュエータを作動させる第２のコントロール弁ユニットと、前記第２ブームと油圧
作業アタッチメントを操作する操作手段を備え、前記第１のコントロール弁ユニットと第
２のコントロール弁ユニットはそれぞれ前記油圧アクチュエータに送油するための複数の
パイロット式切換弁を備え、前記操作手段の操作時に、前記第１のコントロール弁ユニッ
トの最下流側に配置される切換弁および第２コントロール弁ユニットの切換弁にパイロッ
ト油圧信号を送油するパイロット油圧制御部が備えられることを特徴とする油圧作業車の
油圧回路。
【請求項２】
　前記第１のコントロール弁ユニットの最下流側に配置される切換弁の出力ポートが、前
記第２のコントロール弁ユニットの入力ポートと連通していることを特徴とする請求項１
に記載の油圧作業車の油圧回路。
【請求項３】
　前記パイロット油圧制御部は、複数のシャトル弁を備え、該シャトル弁は、前記操作手
段の操作により第２コントロール弁ユニットの切換弁の操作制御部へのパイロット油圧信
号が分岐されて、前記第１コントロール弁ユニットの最下流コントロール弁の操作制御部
にパイロット油圧信号が入力されることを特徴とする請求項１に記載の油圧作業車の油圧
回路。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アタッチメントを装着し、第１ブームと第２ブームからなるブームを備える
油圧ショベル等の油圧作業車の油圧回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から作業装置の可動範囲を広げるために、ブームを第１ブームと第２ブームとに二
分割した２ピースブーム仕様の油圧作業車は知られている。この２ピースブームは、基部
側の第１ブームの基端側が上部旋回体に連結ピンを介して回動可能に連結され、先端側の
第２ブームの基端側が第１ブームの先端に連結ピンを介して回動可能に連結され、第１ブ
ームはブームシリンダにより俯仰動され、第２ブームはポジショニングシリンダにより俯
仰動される構成となっている（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特公平６－３７７７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記特許文献１の技術において、第二ブームの先端にはアームが連結され、該アームに
油圧作業アタッチメントが装着され、該油圧作業アタッチメントとブームは、同時に作動
できないようにしており、同時に操作されたときには、一方の油圧作業アタッチメントを
優先して作動させるように自動的に選択切換弁が操作される制御回路を設けていた。
【０００５】
　しかし、油圧作業アタッチメントを作動させているときでも、作業をさせながら高さ等
の位置を変えたい場合があり、両方を作動可能な油圧回路が望まれていた。また、油圧作
業アタッチメントと第２ブームを同時に操作できる油圧回路を実現するためには、コント
ロール弁ユニットを新作する必要があり、コストアップが避けられなかった。
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　そこで、油圧回路を改良することにより、油圧作業アタッチメントと第２ブームを同時
に操作できる油圧回路を提供しようとする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
　即ち、請求項１においては、作業部の油圧アクチュエータや上部旋回体や走行部に設け
られる油圧アクチュエータを作動させる第１のコントロール弁ユニットと、第２ブームと
油圧作業アタッチメントの油圧アクチュエータを作動させる第２のコントロール弁ユニッ
トと、前記第２ブームと油圧作業アタッチメントを操作する操作手段を備え、前記第１の
コントロール弁ユニットと第２のコントロール弁ユニットはそれぞれ前記油圧アクチュエ
ータに送油するための複数のパイロット式切換弁を備え、前記操作手段の操作時に、前記
第１のコントロール弁ユニットの最下流側に配置される切換弁および第２コントロール弁
ユニットの切換弁にパイロット油圧信号を送油するパイロット油圧制御部が備えられるも
のである。
【０００７】
　請求項２においては、前記第１のコントロール弁ユニットの最下流側に配置される切換
弁の出力ポートが、前記第２のコントロール弁ユニットの入力ポートと連通しているもの
である。
　請求項３においては、前記パイロット油圧制御部は、複数のシャトル弁を備え、該シャ
トル弁は、前記操作手段の操作により第２コントロール弁ユニットの切換弁の操作制御部
へのパイロット油圧信号が分岐されて、前記第１コントロール弁ユニットの最下流コント
ロール弁の操作制御部にパイロット油圧信号が入力されるものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の効果として、以下に示すような効果を奏する。
　油圧作業アタッチメントと第２ブームを同時に操作できるようになる。また、油圧作業
アタッチメントと第２ブームを同時に操作できるコントロールユニットを新作することな
く、従来のコントロール弁ユニットに後付けするコントロール弁ユニットを製作すればよ
く、コストアップは最小限で済むのである。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の油圧回路を備える油圧作業車の全体構成を示した側面図。
【図２】油圧作業車の油圧回路図。
【図３】本発明の油圧回路図。
【図４】油圧作業アタッチメントを作動させたときの油圧回路図。
【図５】第二ブームを作動させたときの油圧回路図。
【図６】油圧作業アタッチメントと第２ブームを作動させたときの油圧回路図。
【図７】１ピースブーム仕様の油圧作業車の全体構成を示した側面図。
【図８】１ピースブーム仕様の油圧作業車の油圧回路図。
【図９】２ピースブーム仕様専用の油圧作業車の油圧回路図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下では、図１および図２を用いて本発明に係る油圧回路を具備する油圧作業車の実施
例であるバックホー（油圧ショベル）１の全体構成について説明する。なお、図１におい
て矢印Ｆ方向を前方とする。
【００１１】
　図１に示す如く、バックホー１は、主に走行部２、上部旋回体３、作業部５等を具備し
ている。本体部は前記走行部２と上部旋回体３とからなる。
【００１２】
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　走行部２はクローラ式走行装置からなり、バックホー１の下部構造体を成す部材であり
、左右一対のクローラ１１・１１がそれぞれ駆動輪と従動輪との間に巻回され、駆動輪と
従動輪を支持するトラックフレームの左右中央から前方にブレード１２、および、該ブレ
ード１２を上下方向に回動させるための油圧アクチュエータであるブレードシリンダ１３
が設けられている。前記駆動輪はトラックフレームに取り付けられた走行油圧モータ６３
・６４により駆動される。つまり、走行部２は油圧アクチュエータとして右走行油圧モー
タ６３と左走行油圧モータ６４により走行駆動される。
【００１３】
　上部旋回体３は、上部構造体を成す部材である旋回フレーム４上にエンジン１５や操縦
部を収納したキャビン１０等を備え、トラックフレームの前後左右中央より旋回ベアリン
グを介して走行部２の上部に旋回可能に取り付けられる。旋回フレーム４上には旋回油圧
モータ６２が取り付けられ、該旋回油圧モータ６２の出力軸上に固設した旋回駆動ギヤは
トラックフレームに固設されたリングギヤと歯合され、旋回油圧モータ６２を作動させる
ことにより、上部旋回体３を左右旋回させることができる。
【００１４】
　旋回フレーム４の後部上には駆動源たるエンジン１５と、該エンジン１５により駆動さ
れる第一ポンプＰ１、第二ポンプＰ２、第三ポンプＰ３、第四ポンプＰ４が配設される。
旋回フレーム４の前上部は操縦部とされ、エンジン１５の上方に座席６が配置され、該座
席６の左右に作業操作レバー７・８、前方に走行レバー９Ｌ・９Ｒ、アタッチメント操作
スイッチ４５、第２ブーム操作ペダル４６等が配設される。操縦部はキャビン１０により
覆われる。旋回フレーム４の左右中央前部に作業部５を取り付けるためのブームブラケッ
ト１９が配設される。
【００１５】
　作業部５は、主にアーム１７、第１ブーム７１、第２ブーム７２、ブームブラケット１
９、バケット１６、バケットシリンダ２０、アームシリンダ２３、第１ブームシリンダ２
１、第２ブームシリンダ２２、スイングシリンダ２５等を具備し、バックホー１の旋回フ
レーム４の前部に設けられる。
【００１６】
　アーム１７の先端にはバケット１６が取り付けられ、アーム１７の基部が第２ブーム７
２の先端部に上下回動可能に枢着される。
　ブームは第１ブーム７１と第２ブーム７２からなり、第１ブーム７１の基部は前記ブー
ムブラケット１９にピンを介して俯仰回動可能に枢着され、第１ブーム７１の先端に第２
ブーム７２の基部がピンを介して俯仰回動可能に支持され、第２ブーム７２の先端にアー
ム１７の基部がピンを介して俯仰可能に支持される。
　ブームブラケット１９は作業部５の基部を成す部材であり、その後端部が旋回フレーム
４の前端部に左右回動可能に枢着される。
【００１７】
　バケットシリンダ２０は、バケット１６をアーム１７に対して前後回動させるための油
圧シリンダである。バケットシリンダ２０のシリンダ端部は、アーム１７の基部に設けら
れたブラケット１７ａに回動可能に枢着される。また、バケットシリンダ２０のロッド端
部は、リンクを介してバケット１６に回動可能に枢着される。なお、バケット１６の代わ
りに油圧作業アタッチメントとして、クラムシェルバケットやグラップルやブレーカ等が
装着されたときに、本発明の油圧回路により制御される。
【００１８】
　アームシリンダ２３は、アーム１７を第２ブーム７２に対して回動させるための油圧シ
リンダである。アームシリンダ２３のシリンダ端部は、第２ブーム７２の基部側上面に設
けられたブラケット７２ａに回動可能に枢着される。また、アームシリンダ２３のロッド
端部は、ブラケット１７ａに回動可能に枢着される。
【００１９】
　第１ブームシリンダ２１は、第１ブーム７１を回動させるための油圧シリンダである。
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　第１ブームシリンダ２１のシリンダ端部は、ブームブラケット１９の前端部に回動可能
に枢着される。また、第１ブームシリンダ２１のロッド端部は、第１ブーム７１の先端部
前面に設けられたブラケット７１ａに回動可能に枢着される。
　第２ブームシリンダ２２は、第２ブーム７２を回動させるための油圧シリンダである。
　第２ブームシリンダ２２のシリンダ端部は、第１ブーム７１の後面に回動可能に枢着さ
れる。また、第２ブームシリンダ２２のロッド端部は、第２ブーム７２の基部に設けられ
たブラケット７２ａに回動可能に枢着される。
【００２０】
　スイングシリンダ２５は作業部５を旋回フレーム４に対して左右に回動させるための油
圧シリンダである。スイングシリンダ２５はブームブラケット１９と旋回フレーム４の間
に介装される。
【００２１】
　次に、図２を用いて本発明に係る油圧回路の実施例である油圧回路１００の構成につい
て説明する。
　油圧回路１００は、前記エンジン１５にて駆動される第一ポンプＰ１、第二ポンプＰ２
、第三ポンプＰ３から吐出される圧油が各コントロールバルブを介して各油圧アクチュエ
ータに送油されて駆動され、エンジン１５にて駆動される第四ポンプＰ４から吐出される
圧油が各リモコンバルブを介してコントロールバルブの操作制御部に送油されてコントロ
ールバルブを切り換える。コントロールバルブは、油圧パイロット式の切換弁からなり、
パイロット油圧を操作制御部に送油することで切り換えられて、第１コントロール弁ユニ
ット１０１と第２コントロール弁ユニット１０２にそれぞれ備えられる。第１コントロー
ル弁ユニット１０１は右走行コントロールバルブ３１、第１ブームコントロールバルブ３
２、バケットコントロールバルブ３３、左走行コントロールバルブ３４、スイングコント
ロールバルブ３５、ＰＴＯコントロールバルブ３６、アームコントロールバルブ３７、旋
回コントロールバルブ３８、ブレードコントロールバルブ３９、外部取出コントロールバ
ルブ４１からなり、第２コントロール弁ユニット１０２は、アタッチメントコントロール
バルブ４２と第２ブームコントロールバルブ４３と流路制御部８０からなる。
【００２２】
　第一ポンプＰ１からは、吐出油路２６より右走行コントロールバルブ３１を介して油圧
アクチュエータとしての左走行油圧モータ６３、第１ブームコントロールバルブ３２を介
して油圧アクチュエータとしての第１ブームシリンダ２１、バケットコントロールバルブ
３３を介して油圧アクチュエータとしてのバケットシリンダ２０にそれぞれ送油可能に油
圧回路が形成される。
【００２３】
　更に、第一ポンプＰ１から圧油が供給される流路の最下流に配置される外部取出コント
ロールバルブ４１からアタッチメントコントロールバルブ４２を介して油圧作業アタッチ
メントの油圧アクチュエータとして油圧モータ２４、第２ブームコントロールバルブ４３
を介して油圧アクチュエータとしての第２ブームシリンダ２２に送油可能としている。こ
の送油制御については後述する。
【００２４】
　第二ポンプＰ２からは、吐出油路２７より左走行コントロールバルブ３４を介して油圧
アクチュエータとしての左走行油圧モータ６４、スイングコントロールバルブ３５を介し
て油圧アクチュエータとしてのスイングシリンダ２５にそれぞれ送油可能に油圧回路が形
成され、更に、合流用コントロールバルブ４０を連通状態に切り換えたときに、ＰＴＯコ
ントロールバルブ３６を介して油圧アクチュエータとしてのＰＴＯ油圧モータ６５、アー
ムコントロールバルブ３７を介して油圧アクチュエータとしてのアームシリンダ２３にそ
れぞれ送油可能に油圧回路が形成される。
【００２５】
　第三ポンプＰ３からは、吐出油路２８より旋回コントロールバルブ３８を介して油圧ア
クチュエータとしての旋回油圧モータ６２、ブレードコントロールバルブ３９を介して油
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圧アクチュエータとしてのブレードシリンダ１３、ＰＴＯコントロールバルブ３６を介し
てＰＴＯ油圧モータ６５に、アームコントロールバルブ３７を介してアームシリンダ２３
にそれぞれ送油可能に油圧回路が形成される。
【００２６】
　第四ポンプＰ４からは、吐出油路２９から右リモコンバルブ５１と左リモコンバルブ５
２とＰＴＯリモコンバルブ５３とスイングリモコンバルブ５４と走行リモコンバルブ５５
とブレードリモコンバルブ５８とアタッチメントリモコンバルブ５６と第２ブームリモコ
ンバルブ５７にパイロット圧を送油可能としている。
【００２７】
　前記操縦部の座席６の右側に配置される作業操作レバー８を前後回動操作すると、右リ
モコンバルブ５１が切り換えられて、パイロット油圧信号が第１ブームコントロールバル
ブ３２の操作制御部に送油されて切り換えられ、第１ブームシリンダ２１を伸縮して第１
ブーム７１を回動することができる。
　前記操縦部の作業操作レバー８を左右回動操作すると、右リモコンバルブ５１が切り換
えられて、パイロット油圧信号がバケットコントロールバルブ３３の操作制御部に送油さ
れて切り換えられ、バケットシリンダ２０を伸縮してバケット１６を回動可能としている
。
　前記操縦部の左側の作業操作レバー７を前後回動操作すると、左リモコンバルブ５２が
切り換えられて、パイロット油圧信号が前記アームコントロールバルブ３７の操作制御部
に送油されて切り換えられ、アームシリンダ２３を伸縮してアーム１７を回動することが
できる。
　前記操縦部の作業操作レバー７を左右回動操作すると、左リモコンバルブ５２が切り換
えられて、パイロット油圧信号が旋回コントロールバルブ３８の操作制御部に送油されて
切り換えられ、旋回油圧モータ６２を回転して旋回フレーム４の左右旋回を可能としてい
る。
【００２８】
　右走行レバー９Ｒを回動すると、走行リモコンバルブ５５が切り換えられて、パイロッ
ト油圧信号が右走行コントロールバルブ３１の操作制御部に送油されて切り換えられ、右
走行油圧モータ６３を前進回転または後進回転させることができる。左走行レバー９Ｌを
回動すると走行リモコンバルブ５５が切り換えられて、パイロット油圧信号が左走行コン
トロールバルブ３４の操作制御部に送油されて切り換えられ、左走行油圧モータ６４を前
進回転または後進回転させることができる。こうしてバックホー１を前進や後進や左右旋
回が可能となる。
【００２９】
　操縦部に配設されたＰＴＯ操作スイッチを操作すると、ＰＴＯリモコンバルブ５３が切
り換えられて、パイロット油圧信号がＰＴＯコントロールバルブ３６の操作制御部に送油
されて切り換えられ、ＰＴＯ油圧モータ６５を正回転または逆回転させることができる。
　操縦部に配設されたスイングペダルを踏んで操作すると、スイングリモコンバルブ５４
が切り換えられて、パイロット油圧信号がスイングコントロールバルブ３５の操作制御部
に送油されて切り換えられ、スイングシリンダ２５を伸長または縮小させることができる
。また、操縦部に配設されたブレードレバーを操作すると、ブレードリモコンバルブ５８
が切り換えられて、パイロット油圧信号がブレードコントロールバルブ３９の操作制御部
に送油されて切り換えられ、ブレードシリンダ１３を伸長または縮小させることができる
。
【００３０】
　また、操縦部に配設されたアタッチメント操作スイッチ４５または第２ブーム操作ペダ
ル４６を操作すると、第２コントロール弁ユニット１０２により作動油が制御されて外部
作業機２４または第２ブームシリンダ２２が作動される。
　前記第２コントロール弁ユニット１０２は、１ピースブーム仕様の第１コントロール弁
ユニット１０１に後付けできるようにしている。つまり、図７に示すような１ピースブー
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ム仕様のバックホーの油圧回路は、図８に示すように、第一ポンプＰ１の最下流側にアタ
ッチメントコントロールバルブ４２（または外部取出コントロールバルブ４１）が設けら
れており、油圧モータ２４と接続して作動できるようにしていた。この油圧回路を２ピー
スブーム仕様に適用しようとすると、図９に示すように、第一ポンプＰ１の最下流側にア
タッチメントコントロールバルブ４２と第２ブームコントロールバルブ４３を接続して新
しくコントロール弁ユニットを製作していた。
【００３１】
　本発明では、図３に示すように、第２コントロール弁ユニット１０２は、アタッチメン
トコントロールバルブ４２と第２ブームコントロールバルブ４３と複数のシャトル弁から
なる流路制御部８０を備え、アタッチメントコントロールバルブ４２と第２ブームコント
ロールバルブ４３は、パイロット油圧操作型の切換弁から構成して、１ピースブーム仕様
の外部取出コントロールバルブ４１をそのまま利用して、第２コントロール弁ユニット１
０２を後付けするようにしている。つまり、前記第１のコントロール弁ユニット１０１の
最下流側に配置される外部取出コントロールバルブ４１の出力ポートが、前記第２のコン
トロール弁ユニット１０２の入力ポートと連通されるようにして、簡単に後付けできるよ
うにしている。
【００３２】
　アタッチメントコントロールバルブ４２の入力ポートとなる一次側（ポンプポートとタ
ンクポート）は、前記外部取出コントロールバルブ４１の出力ポートとなる二次側と接続
され、アタッチメントコントロールバルブ４２の二次側は油圧作業アタッチメントのアク
チュエータとなる油圧モータ２４と接続される。アタッチメントコントロールバルブ４２
の操作制御部はパイロット油路７４・７５を介してアタッチメントリモコンバルブ５６と
接続されている。アタッチメントリモコンバルブ５６は電磁比例バルブで構成され、アタ
ッチメント操作スイッチ４５を操作することにより、第四ポンプＰ４からの圧油をアタッ
チメントコントロールバルブ４２の操作制御部に送油して切り換え可能としている。
【００３３】
　前記パイロット油路７４・７５には油路７６・７７を介して流路制御部８０と接続され
る。流路制御部８０は第１シャトル弁８１と第２シャトル弁８２と第３シャトル弁８３か
らなり、各シャトル弁は二つの入力ポートと一つの出力ポートを備え、第１シャトル弁８
１の二つの入力ポートは第２シャトル弁８２と第３シャトル弁８３の出力ポートと接続さ
れ、第１シャトル弁８１の出力ポートは油路７８を介して外部取出コントロールバルブ４
１の操作制御部と接続されている。
【００３４】
　前記第２シャトル弁８２の入力ポートは前記油路７６・７７と接続されている。第３シ
ャトル弁８３の入力ポートは油路８６・８７を介して第２ブームリモコンバルブ５７と第
２ブームコントロールバルブ４３の操作制御部とを接続するパイロット油路８４・８５と
それぞれ接続される。こうして、第１シャトル弁８１と第２シャトル弁８２と第３シャト
ル弁８３は同じ構成のシャトル弁を用いて左右対称に配置した簡単な構成で流路制御部８
０を構成している。
【００３５】
　前記第２ブームコントロールバルブ４３の一次側は外部取出コントロールバルブ４１の
二次側と接続され、第２ブームコントロールバルブ４３の二次側は第２ブームシリンダ２
２と接続されている。第２ブームリモコンバルブ５７は第２ブーム操作ペダル４６を操作
することにより切り換えられ、第四ポンプＰ４からの圧油を第２ブームコントロールバル
ブ４３の操作制御部に送油して第２ブームシリンダ２２を伸縮可能としている。
【００３６】
　例えば、油圧作業アタッチメントのアクチュエータを油圧モータ２４とし、アタッチメ
ント操作スイッチ４５を操作すると、図４に示すように、アタッチメントリモコンバルブ
５６のソレノイドに作動信号が送られて、正回転または逆回転の一方のリモコンバルブが
開弁される。この開弁により第四ポンプＰ４からの圧油が油路７４（または油路７５）を
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介してアタッチメントコントロールバルブ４２の操作制御部にパイロット油圧信号が送油
されて切り換えられる。そして、同時に、油路７４（または油路７５）から分岐した油路
７６（または油路７７）を介してパイロット油圧制御部８０の第２シャトル弁８２に送油
され、このパイロット油圧信号により第１シャトル弁８１が開かれて油路７８を介して外
部取出コントロールバルブ４１の操作制御部に送油されて、外部取出コントロールバルブ
４１を切り換え、油圧モータ２４に第一ポンプＰ１からの圧油が送油されて回転駆動され
る。
【００３７】
　また、第２ブーム操作ペダル４６を操作した場合には、第２ブームリモコンバルブ５７
の一方が切り換えられて、図５に示すように、第四ポンプＰ４からの圧油が油路８４（ま
たは油路８５）を介して第２ブームコントロールバルブ４３の操作制御部にパイロット油
圧信号が送油されて切り換えられる。そして、同時に、油路８４（または油路８５）から
分岐した油路８６（または油路８７）を介してパイロット油圧制御部８０の第３シャトル
弁８３に送油され、このパイロット油圧信号により第１シャトル弁８１が開かれて油路７
８を介して外部取出コントロールバルブ４１の操作制御部に送油されて、外部取出コント
ロールバルブ４１を切り換え、第２ブームシリンダ２２に第一ポンプＰ１からの圧油が送
油されて伸長（または縮小）駆動される。
【００３８】
　また、アタッチメント操作スイッチ４５と第２ブーム操作ペダル４６を同時に操作した
場合には、アタッチメントリモコンバルブ５６及び第２ブームリモコンバルブ５７のそれ
ぞれの一方が切り換えられて、図６に示すように、第四ポンプＰ４からの圧油が油路７４
（または油路７５）を介してアタッチメントコントロールバルブ４２の操作制御部にパイ
ロット油圧信号が送油されて切り換えられ、同様に、第２ブームコントロールバルブ４３
も切り換えられる。そして、同時に、油路７６（または油路７７）と油路８６（または油
路８７）を介してパイロット油圧制御部８０の第２シャトル弁８２と第３シャトル弁８３
に送油され、第１シャトル弁８１が開かれて油路７８を介して外部取出コントロールバル
ブ４１の操作制御部に送油されて、外部取出コントロールバルブ４１を切り換え、油圧モ
ータ２４及び第２ブームシリンダ２２に第一ポンプＰ１からの圧油が送油されて駆動され
る。
【００３９】
　以上のように、作業部５の油圧アクチュエータとしての油圧シリンダ２０・２１・２３
や上部旋回体３や走行部２に設けられる油圧アクチュエータとしての油圧モータ６２・６
３・６４や油圧シリンダ１３・２５を作動させる第１のコントロール弁ユニット１０１と
、第２ブームと油圧作業アタッチメントの油圧アクチュエータとなる第２ブームシリンダ
２２と油圧モータ２４を作動させる第２のコントロール弁ユニット１０２と、前記第２ブ
ーム７２と油圧作業アタッチメントを操作する操作手段となるアタッチメント操作スイッ
チ４５と第２ブーム操作ペダル４６を備え、前記第１のコントロール弁ユニット１０１と
第２のコントロール弁ユニット１０２はそれぞれ前記油圧アクチュエータに送油するため
の複数のパイロット式切換弁を備え、前記操作手段の操作時に、前記第１のコントロール
弁ユニット１０１の最下流側に配置される切換弁となる外部取出コントロールバルブ４１
および第２コントロール弁ユニット１０２の切換弁となるアタッチメントコントロールバ
ルブ４２と第２ブームコントロールバルブ４３にパイロット油圧信号を送油するパイロッ
ト油圧制御部８０が備えられるので、第２ブームシリンダ２２と油圧作業アタッチメント
を同時に作動させることが可能となる。従って、別々に作動させるよりも作業効率を高め
ることが可能となる。
【００４０】
　また、前記パイロット油圧制御部８０は、複数のシャトル弁８１・８２・８３を備え、
該シャトル弁は、前記操作手段の操作により第２コントロール弁ユニット１０２の切換弁
の操作制御部へのパイロット油圧信号が分岐されて、前記第１コントロール弁ユニット１
０１の最下流コントロール弁となる外部取出コントロールバルブ４１の操作制御部にパイ
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ロット油圧信号が入力されるので、第１コントロール弁ユニット１０１に第２コントロー
ル弁ユニット１０２とシャトル弁を組み合わせた簡単な構造のパイロット油圧制御部８０
を追加するだけで、第２ブームシリンダ２２と油圧作業アタッチメントを同時に作動させ
る油圧回路を実現することができる。
【符号の説明】
【００４１】
　２　　走行部
　３　　上部旋回体
　５　　作業部
　２４　油圧モータ
　４１　外部取出コントロールバルブ
　４５　アタッチメント操作スイッチ
　４６　２ブーム操作ペダル
　７２　第２ブーム
　８０　パイロット油圧制御部
　１０１　第１のコントロール弁ユニット
　１０２　第２コントロール弁ユニット
　

【図１】 【図２】
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